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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第３四半期 38,129 △4.6 4,991 19.9 5,250 20.3 3,550 23.3 

30年３月期第３四半期 39,983 8.0 4,164 3.6 4,366 5.4 2,880 0.5 
 
（注）包括利益 31年３月期第３四半期 3,211 百万円 （△3.9％）   30年３月期第３四半期 3,339 百万円 （18.3％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第３四半期 68.28 68.20 

30年３月期第３四半期 55.58 55.48 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第３四半期 63,468 47,247 73.9 900.81 

30年３月期 62,817 45,385 71.8 868.82 
 
（参考）自己資本 31年３月期第３四半期 46,932 百万円   30年３月期 45,098 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 8.00 － 18.00 26.00 

31年３月期 － 10.00 －     

31年３月期（予想）       12.00 22.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 51,000 △7.5 5,700 △9.5 5,900 △9.1 3,900 △10.5 74.97 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期３Ｑ 59,386,718 株 30年３月期 59,386,718 株 

②  期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 7,285,997 株 30年３月期 7,478,789 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 52,006,351 株 30年３月期３Ｑ 51,835,384 株 

（注）期末自己株式数には役員向け株式交付信託が保有する当社株式を含めて記載しております。また、期中平均株式数（四半期累計）

の算定に当たり、その計算において控除する自己株式に、役員向け株式交付信託が保有する当社株式を含めております。 
 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。 

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四

半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境に引き続き改善が見られ、設備投資

等も堅調に推移し、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、海外経済の不確実性の影響も懸念され、景気の先行

きは依然として不透明な状況が継続しております。

 このような経済状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の受注高は、主にボイラ事業におけるバイ

オマス発電案件等の増加が寄与し、41,461百万円（前年同期比4.4％増）の計上となりました。売上高は、ボイラ事

業において国内大型案件の進捗があったものの、建設工事事業における海外大型案件の完工による減少が影響し、

38,129百万円（同4.6％減）の計上にとどまりました。 

 売上高は減少いたしましたが、コスト管理の徹底等による売上総利益率の改善により、営業利益は4,991百万円

（前年同期比19.9％増）、経常利益は5,250百万円（同20.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は3,550百万

円（同23.3％増）の計上となりました。 

  セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 ①建設工事事業 

 国内メンテナンス案件等は堅調に推移いたしましたが、海外大型案件の完工による減少が影響し、売上高は

33,406百万円（前年同期比9.1％減）の計上にとどまりました。なお、売上総利益率の改善等によりセグメント利益

は4,614百万円（同15.4％増）の計上となりました。

 ②ボイラ事業 

 国内の大型案件・メンテナンス案件ともに順調に進捗したことにより、売上高は4,723百万円（前年同期比45.6％

増）の計上となり、セグメント利益も302百万円（同226.7％増）の計上となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は42,240百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,178百万円増加

いたしました。主な要因は受取手形・完成工事未収入金等の増加1,868百万円、未成工事支出金の増加1,469百万円、

現金預金の減少1,471百万円であります。固定資産は21,228百万円となり、前連結会計年度末に比べ527百万円減少い

たしました。主な要因は投資有価証券の減少495百万円であります。

 この結果、資産合計は63,468百万円となり、前連結会計年度末に比べ650百万円増加いたしました。

 

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は11,978百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,642百万円減少

いたしました。主な要因は支払手形・工事未払金等の増加727百万円、未払法人税等の減少883百万円、短期借入金の

減少482百万円であります。固定負債は4,242百万円となり、前連結会計年度末に比べ431百万円増加いたしました。

主な要因は長期借入金の増加490百万円であります。

 この結果、負債合計は16,221百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,210百万円減少いたしました。

 

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は47,247百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,861百万円増

加いたしました。主な要因は親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加3,550百万円、その他有価証券評

価差額金の減少346百万円、剰余金の配当による減少1,456百万円であります。

 この結果、自己資本比率は73.9％（前連結会計年度末は71.8％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績（売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益）につきましては、平成30年10

月31日に公表いたしました業績予想を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 20,172 18,700 

受取手形・完成工事未収入金等 17,856 19,725 

有価証券 9 200 

未成工事支出金 1,503 2,973 

商品及び製品 241 243 

原材料及び貯蔵品 166 175 

その他 1,135 298 

貸倒引当金 △24 △77 

流動資産合計 41,062 42,240 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 9,605 9,651 

機械・運搬具 4,697 4,712 

土地 11,160 11,160 

その他 1,210 1,332 

減価償却累計額 △11,427 △11,645 

有形固定資産合計 15,247 15,210 

無形固定資産 63 68 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,747 3,252 

投資不動産 2,190 2,157 

繰延税金資産 129 95 

その他 412 481 

貸倒引当金 △37 △37 

投資その他の資産合計 6,443 5,949 

固定資産合計 21,755 21,228 

資産合計 62,817 63,468 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 6,189 6,916 

買掛金 486 600 

短期借入金 792 310 

未払法人税等 1,341 457 

未成工事受入金 1,947 1,705 

賞与引当金 432 160 

役員賞与引当金 88 － 

完成工事補償引当金 45 44 

工事損失引当金 － 0 

その他 2,299 1,783 

流動負債合計 13,621 11,978 

固定負債    

長期借入金 250 740 

退職給付に係る負債 659 578 

役員退職慰労引当金 449 132 

役員株式給付引当金 － 15 

繰延税金負債 1,888 1,876 

再評価に係る繰延税金負債 483 483 

資産除去債務 16 16 

その他 63 399 

固定負債合計 3,810 4,242 

負債合計 17,431 16,221 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,889 6,889 

資本剰余金 1,018 1,140 

利益剰余金 37,302 39,396 

自己株式 △2,601 △2,611 

株主資本合計 42,608 44,814 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,070 724 

土地再評価差額金 958 958 

為替換算調整勘定 443 409 

退職給付に係る調整累計額 16 25 

その他の包括利益累計額合計 2,489 2,117 

新株予約権 8 3 

非支配株主持分 278 310 

純資産合計 45,385 47,247 

負債純資産合計 62,817 63,468 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

完成工事高 39,983 38,129 

完成工事原価 32,685 29,873 

完成工事総利益 7,298 8,256 

販売費及び一般管理費 3,134 3,264 

営業利益 4,164 4,991 

営業外収益    

受取利息 30 62 

受取配当金 91 94 

不動産賃貸料 95 169 

為替差益 7 － 

その他 94 88 

営業外収益合計 319 414 

営業外費用    

支払利息 10 8 

不動産賃貸原価 53 104 

為替差損 － 11 

固定資産除却損 18 20 

訴訟和解金 25 － 

その他 9 10 

営業外費用合計 117 155 

経常利益 4,366 5,250 

税金等調整前四半期純利益 4,366 5,250 

法人税、住民税及び事業税 1,348 1,495 

法人税等調整額 124 171 

法人税等合計 1,473 1,667 

四半期純利益 2,892 3,583 

非支配株主に帰属する四半期純利益 11 32 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,880 3,550 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

四半期純利益 2,892 3,583 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 367 △346 

為替換算調整勘定 62 △34 

退職給付に係る調整額 16 8 

その他の包括利益合計 447 △372 

四半期包括利益 3,339 3,211 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,328 3,178 

非支配株主に係る四半期包括利益 11 32 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。 

 

（取締役に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

 当社は、第２四半期連結会計期間より、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目

的として、当社取締役（監査等委員である取締役、社外取締役を除く。以下も同様とする。）に対する、信託を用い

た株式報酬制度を導入しております。 

 当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の

取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に準じております。 

（1）取引の概要 

 当社が指定する信託（以下、「本信託」という。）に金銭を供託し、本信託において当社株式の取得を行

い、取締役に対して当社取締役会が定める株式交付規程に従って付与されるポイント数に応じ、取締役の退

任時に、当社株式が本信託を通じて交付されます。 

（2）信託に残存する自社の株式 

 信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第３四半期連結会計期間132百万

円、160,000株であります。 

 

（役員退職慰労金制度の廃止） 

 当社は、平成30年６月28日開催の第76回定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止に伴う退職慰労金の打

切り支給について決議しました。 

 これにより、「役員退職慰労引当金」を取り崩し、打切り支給に伴う未払額を固定負債の「その他」に含めて表示

しております。 

 なお、一部の国内連結子会社については引き続き、役員の退職慰労金の支給に備えるため内規に基づく要支給額を

「役員退職慰労引当金」に計上しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  建設工事事業 ボイラ事業 計 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注２） 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 36,740 3,243 39,983 － 39,983 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
16 113 130 (130) － 

計 36,756 3,357 40,114 (130) 39,983 

セグメント利益 3,998 92 4,090 73 4,164 

 （注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  建設工事事業 ボイラ事業 計 調整額 
（注１） 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注２） 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 33,406 4,723 38,129 － 38,129 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
29 138 167 (167) － 

計 33,435 4,861 38,297 (167) 38,129 

セグメント利益 4,614 302 4,917 74 4,991 

 （注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．補足情報

（１）受注及び売上の状況

   a.受注高 

区 分 

 

 平成30年３月期 

 第３四半期 

 平成31年３月期 

 第３四半期 

対前年同期 

増減 
平成30年３月期 

金額（百万円）  ％ 金額（百万円）  ％ 金額（百万円） 金額（百万円）  ％ 

建設工事事業 36,969 93.1 36,408 87.8 △561 48,339 90.0 

ボイラ事業 2,727 6.9 5,053 12.2 2,326 5,348 10.0 

合 計 39,697 100.0 41,461 100.0 1,764 53,687 100.0 

 

   ｂ.売上高 

区 分 

 

 平成30年３月期 

 第３四半期 

 平成31年３月期 

 第３四半期 

対前年同期 

増減 
平成30年３月期 

金額（百万円）  ％ 金額（百万円）  ％ 金額（百万円） 金額（百万円）  ％ 

建設工事事業 36,740 91.9 33,406 87.6 △3,333 50,779 92.1 

ボイラ事業 3,243 8.1 4,723 12.4 1,479 4,366 7.9 

合 計 39,983 100.0 38,129 100.0 △1,853 55,146 100.0 
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